
 

 

 

 

 

 

 

添付資料 



資料 1 調査団員氏名、所属 

 
（基本設計調査） 

氏名 担当分野 所属 

森本 康裕 総括 国際協力事業団 無償資金協力部業務第二課 

平林 邦彦 技術参与 厚生労働省国立国際医療センター 派遣協力課 

與座 卓 業務主任/ 
病院整備計画 株式会社 エムイー企画 

藤田 文彦 機材計画 株式会社 エムイー企画 

金山 秀明 設備計画 株式会社 エムイー企画 

上野 一美 調達計画/積算 海外貨物検査 株式会社 

東濱 親治 医療現況調査 株式会社 エムイー企画 

 
（基本設計概要説明調査） 

氏名 担当分野 所属 

森本 康裕 総括 国際協力事業団 無償資金協力部業務第二課 

平林 邦彦 技術参与 厚生労働省国立国際医療センター 派遣協力課 

與座 卓 業務主任/ 
病院整備計画 株式会社 エムイー企画 

藤田 文彦 機材計画 株式会社 エムイー企画 

上野 一美 調達計画/積算 海外貨物検査 株式会社 

 



資料 2 調査日程 

No. 月日 曜日 基本設計調査実施日程 団長 技術顧問

1 1月19日 金 11:10(JL405)成田発→15:40パリ着

2 1月20日 土 13:20(AF610)パリ発→19:10ダマスカス着

3 1月21日 日 09:30JICA表敬訪問

11:00大使館表敬訪問

12:00高等教育省表敬訪問

13:00保健省表敬訪問

4 1月22日 月 09:00ダマスカス病院訪問、アレッポへ移動

5 1月23日 火 09:00アレッポ大学訪問

14:30Al-Basel病院訪問

6 1月24日 水 09:00アレッポ大学病院訪問

14:30アレッポ大学協議

7 1月25日 木 09:00イブンラシッド病院訪問

09:30Al-Basel Center訪問

10:00Al-Salam病院訪問

8 1月26日 金 団内会議 成田発

9 1月27日 土 09:00アレッポ大学病院協議 ダマスカス着

20:00大学関係者と協議

10 1月28日 日 ダマスカスへ移動、16:00JICA事務所会議 JICA、大使館、ダマスカス病院

11 1月29日 月 09:00Al-Bassel Heart Institute アレッポへ移動

11:00ダマスカス大学病院訪問、アレッポへ移動

12 1月30日 火 09:00Al-Basel病院訪問 成田発 ダマスカスヘ

11:30大学関係者と協議

13 1月31日 水 09:00アレッポ大学協議 ダマスカス着 クネイトラ病院見学

12:30Al-Basl病院訪問、業務主任ダマスカスへ

14 2月1日 木 09:00Al-Basel病院協議、業務主任高等教育省訪問後アレッポへ JICA,大使館,MOHE

15 2月2日 金 団内会議 アレッポへ移動 団内会議、アレッポヘ

16 2月3日 土 09:00アレッポ大学病院協議 アレッポ大学病院協議 アレッポ大学病院協議

13:00学長と協議、設備計画と医療現状調査はダマスカスへ

17 2月4日 日 09:00アレッポ大学病院訪問

18 2月5日 月 08:00ミニッツ協議、ミニッツ案作成 ミニッツ協議 ミニッツ協議

19 2月6日 火 09:00アレッポ保健局訪問 ミニッツ署名 ミニッツ署名

11:00大学関係者と協議

20:30ミニッツ署名

20 2月7日 水 09:30アレッポ大学関係者と協議 ダマスカスへ ダマスカスへ

21 2月8日 木 09:00アレッポ大学病院協議 JICA、大使館、高等教育省へ報告 JICA、大使館、高等教育省へ報告

11:00イブンタシッド病院訪問

22 2月9日 金 団内会議 ダマスカス発 ダマスカス発

23 2月10日 土 09:00アレッポ大学病院協議 成田着 成田着

24 2月11日 日 09:00アレッポ大学病院協議

25 2月12日 月 09:00アレッポ大学病院協議

18：00アレッポ大学病院協議

26 2月13日 火 09:00アレッポ大学病院協議

27 2月14日 水 09:00アレッポ大学病院協議

28 2月15日 木 09:00アレッポ大学病院協議

12:00保健省アレッポ保健局訪問

29 2月16日 金 団内会議

30 2月17日 土 09:00アレッポ大学病院協議

13:30保健省アレッポ保健局訪問

18:00技術メモランダム署名

31 2月18日 日 09:00Al-Kindi病院訪問

12:00大使と協議

32 2月19日 月 ダマスカスへ移動

33 2月20日 火 09:00JICA、10:00大使館

11:00SPC、12:30高等教育省へ報告

34 2月21日 水 07:15(AF615)ダマスカス発→11:35パリ着、17:55(JL406)パリ発→

35 2月22日 木 13:45成田着



資料 2 調査日程 

No. 日付 曜日 官団員 業務主任/病院整備計画、機材計画、調達計画/積算

1 5月14日 月 成田発10:25→アムステルダム着15:10

アムステルダム発17:45→ダマスカス着22:25

2 5月15日 火 JICA事務所、日本大使館、高等教育省、SPCへ表敬訪問

ダマスカス→アレッポ移動

3 5月16日 水 アレッポ大学とミニッツ協議

4 5月17日 木 アレッポ大学とミニッツ協議

5 5月18日 金 団内協議・資料整理

6 5月19日 土 アレッポ大学とミニッツ協議、ミニッツ署名 アレッポ大学とミニッツ協議、ミニッツ署名、継続調査

アレッポ→ダマスカス移動

7 5月20日 日 JICA事務所、日本大使館、高等教育省、SPCへ報告 アレッポ大学病院と機材内容協議、不足資料収集

ダマスカス発23:25→

8 5月21日 月 アムステルダム着06:30、アムステルダム発12:55→ アレッポ大学病院と機材内容協議、不足資料収集

9 5月22日 火 成田着09:00 アレッポ大学病院と機材内容協議、不足資料収集

10 5月23日 水 アレッポ大学病院と機材内容協議、不足資料収集

11 5月24日 木 アレッポ大学病院と機材内容協議、不足資料収集

12 5月25日 金 団内協議・資料整理、アレッポ→ダマスカス移動

13 5月26日 土 代理店、輸送会社、施工会社調査

14 5月27日 日 JICA事務所、日本大使館、高等教育省、SPCへ報告

ダマスカス発23:25→

15 5月28日 月 アムステルダム着06:30、アムステルダム発12:55→

16 5月29日 火 成田着09:00



資料 3 面談者リスト 

 
高等教育省 
 Dr. Wael A. Basha 高等教育省副大臣、ダマスカス大学教授 
 Eng. Nabil Rifai  国際局局長 
 
国家計画委員会 
 Dr. Hassan Al-Salman 技術科学協力局長 
 
保健省 
 Dr. Mhamad Eyad Chattey 保健大臣 
 Dr. Hassan Al Hai Hussein 国際関係局局長 
 Dr. Mahmoud Dashah  計画･統計局局長 
 
ダマスカス病院 
 Dr. Ahmad Humsip  院長、整形外科医 
 Dr. Hesham Shahla  調達部長 
 Dr. Mhamad Alhamoit  医局長 
 Dr. Assem Ankav   放射線科主任 
 Dr. Hussam Hamdan  チーフエンジニア 
 Dr. Mhanad Shohm  医師 
 Dr. Abd Al Hamid Kouwatly 一般外科局長 
 
アレッポ大学   
 Dr. Mohamed Said Farhood 学長 
 Dr. Abdul Wahed Najib  副学長、メカニカルエンジニア 
 Pr. Dr. Bashir Al-Kateb  胸部･心臓外科教授 
 Pr. Dr. Nasr Mourad Agha  医学部母子保健教授 
 Pr. Dr. M. Nizar Akil  医学部母子保健教授 
 Dr. Bassam Al-Halabi  心臓科助教授 
 Dr. Gamil Naolo   心臓外科部長 
 Dr. Ahmad Mansour  メカニカルエンジニア助教授 
 Dr. Iskandar Tfankji  小児科コンサルタント 
 Dr. Abdallah Khoury  助教授（肺炎･アレルギー） 
 Dr. Mahmoud Nasser  助教授（消化器科） 
 Eng. Nazar Oglian  テクニカルエンジニア部門主任 



 Eng. George Fahbi  電気エンジニア 
 Eng. Anwar Hallak  メカニカルエンジニア 
 Eng. Abdol Rahman Jamil 土木エンジニア 
 Eng. Ahmed Al-Aasi  テクニカルオフィス マネージャー 
 Eng. Authman Jebrilli  メカニカルエンジニア 
 Eng. Walicl Nouh   電気エンジニア 
 Eng. Zaher Akkad  メカニカルエンジニア 
 Eng. Iman Faress  土木エンジニア 
 Eng. M. Moujap Al Abed  フィジカルエデュケーター 
 
アレッポ大学病院 
 Pr. Dr. Al-Araje Mohamed Mahe 整形外科部長 
 Dr. Mhalli Nihad Medical  外科部長 
 Dr. Hassan Kayali  外科主任 
 Dr. Hassan Masry  放射線科主任 
 Dra. Houda Nasser  麻酔科主任 
 Dr. Khayak Imad Head of  生化学検査技師 
 Dr. Ibrahi Al Hadid  泌尿器科シニアコンサルタント 
 Dr. Mir Serio   小児科主任 
 Dra. Zohrnwi Reem  眼科主任 
 Mrs. Najua Bitar   外来婦長 
 
産婦人科病院（アレッポ大学内）   
 Dr. Nasilf Bashrif  院長 
 Dr. Al-Hogam Abduhgattar 医局長. 
 Dra. Rosetle Abegjian  管理 
 
アル=キンディ病院   
 Dr. Nihad Kisri   院長 
 Dr. Kamal Najoum  外科主任 
 Dr. Al Cabania Zakagia  小児科主任 
 Dr. F. Kanaa   内科主任 
 
ダマスカス大学病院 (高等教育省管轄)   
 Dr. Ghassan Moasis  医局長 
 



心臓研究所(保健省管轄)   
 Dr. Ahmad Ziki Sukkar  所長 
 
心臓外科センター (保健省管轄)   
 Dr. Nidal Habbok  センター長 
 
保健省アレッポ保健局   
 Dr. Baslan Baslan  局長 
 Dr. Fouad M. Fouad  プライマリーヘルスケア コンサルタント 
 Dra. Areeg Al-Zohormaki  統計･計画局 
 
アル=サーラム病院 (私立)   
 Dr. Pharaf El Deane  院長 
 
在シリア日本大使館   
 天江喜七郎   特命全権大使 
 松良精三    二等書記官 
 
国際協力事業団シリア事務所   
 小澤勝彦    所長 
 安田匡範    企画調整員 
 
アレッポ大学学術交流日本センター   
 山口努    センター長 
 









































 
 
 資料 6 事業事前評価表 
 

事業事前評価表（無償資金協力） 
1.対象事業名 
 シリア・アラブ共和国 アレッポ大学病院医療機材整備計画 
2.我が国が援助することの必要性･妥当性 
（1） 我が国は、シリアが、中東和平実現の鍵を握る重要な国であり、中東和平プロセスに

当事国として参加していることに鑑み、各形態による経済協力を実施している。無償

資金協力については、一人当たり GNP の低下に伴い、92 年度より無償資金協力対象

国となり、食料増産援助のほか、教育、医療、上水道、環境等の分野に対する援助を

実施している。今後とも、中東和平プロセスへのシリアの積極的な参加を促すべく、

同国民生の向上に資する援助実施を検討していく方針である。 
（出典：ODA 白書下巻（2000 年）シリア国の「2.我が国の政府開発援助の実績とあり方」から抜粋）

 
（2） 保健医療分野においては、政府は第 9 次 5 ヵ年計画（2001 年～2005 年）を策定して

おり、以下の主原則を掲げている。 
 

＊全国民が高いレベルの医療サービスを受ける権利があり、差別なく恩恵を受ける。

＊「全ての人に健康を」が包括的な社会経済開発の一部である。 
＊国公立および民間医療サービス形態を保護する。 
 

（3）シリア･アラブ共和国基礎指標 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：UNICEF 子供白書 2000 年 
 

（4）当該国の社会･経済事情については別添の「シリア国の社会･経済事情」参照 
3.協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

本計画は、「シ」国北部地域のトップリファレルの医療施設であり、また医療従事者養成機

関でもあるアレッポ大学内の医療施設の機材を整備することによって、対象施設が本来果

たすべき機能を回復し、医療サービスの向上を図ることを目的とするものである。 
4.協力対象事業の内容 

（1）対象サイト：アレッポ大学病院（本院、救急部門、外来クリニック、産婦人科病院）

（2）アウトプット：対象サイトの医療機材の整備 

総人

一人

乳幼

613

妊産

指標 シリア ヨルダン レバノン
中東と

北アフリカ

口（千人） 15,333 6,304 3,191 324,970

当たりGNP（米ドル） 1,120 1,520 3,350 2,078

児死亡率（1歳未満）（/1,000出産） 26 30 29 51

5歳未満児死亡率（/1,000出産） 32 36 35 66

年間出生数（千人） 464 218 74 9,227

5歳未満児年間死亡数（千人） 15 8 3

人口年間増加率(%) 2.7 3.9 2.8 2.3

婦死亡率（/100,000出産） 110 41 100 －



 
 
 
 

 
（3) インプット 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）総事業費：3.08 億円 （日本側 3.05 億円、シリア側 0.03 億円） 
 
（5）スケジュール 

実施設計を含め 12 ヵ月間を予定 
 

（6）実施体制 
   シリア・アラブ共和国高等教育省及びアレッポ大学 

主要機材名 数量

CTスキャナ 1
麻酔器（人工呼吸器付） 4

モニタ（麻酔器用） 4
除細動機 6
手術台（汎用） 4
無影灯 4
患者監視装置 4
手術台（整形外科用） 1
内視鏡（腹腔鏡）TV付 1
内視鏡（関節用）TV付 1
内視鏡（小児尿道用）TV付 1
内視鏡台 4
内視鏡（胃用）TV付 1
心電計マルチ、12ｃｈ 1
心電計マルチ 2
人工呼吸器 2
中央監視システム 1
人工呼吸器（新生児用） 1
インファントウォーマ 1
保育器 3
超音波診断装置 1
保育器（搬送用） 2
自動生化学分析装置 1
器具セット（産科手術用） 2
器具セット（婦人科手術用） 2
その他23品目、全58品目



 
 
 
 

 
5.成果の目標 

(1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模： 
     シリア国北部地域（中部及び地中海沿岸部を含む）の全住民（約 940 万人） 
 
(2) 事業の目的(プロジェクト目標)を示す成果目標 
  

 
 
 
 
 
 
注）1）医療サービスの向上 

本来あるべき機能を回復することが可能となり、患者への必要な医療が提供できるよう

になることで、患者数の増加が見込まれる。（2001 年（実施前）98,576 名/年） 
 
2）診療機能の向上 
上記検査数の増加として、以下のような検査項目を成果指標とする。 
・ 

・ 

・ 

CT 検査時間、検査数（2001 年（実施前）1,982 件/年） 
既存の CT スキャナは旧世代のローテート・ローテート方式（20 分/1 件）であり、

これに比較し、現在、一般的に普及しているスパイラル方式（1～4 秒/1 件）に更新

することで検査時間が短縮され、稼動率が増加し、検査数の増加が見込まれる。 
超音波診断（2001 年（実施前）2,140 件/年）、内視鏡（上部消化管）検査数（2001
年（実施前）82 件/月） 
超音波診断装置、内視鏡（上部消化管）を使用する検査については、ファイバーケ

ーブルの劣化等により検査できなかった分を、本計画で更新することにより、検査

数の増加が見込まれる。 
生化学分析検査（2001 年（実施前）0 件）、尿分析検査数（2001 年（実施前）0 件）

生化学分析検査、尿分析検査数については、外来患者について（400～600 名/月）

は外部にて検査を行っていたが、本計画により外来クリニックにて行える。患者に

とっての利便性からも、これらの検査数は増大するものと考えられる。 
 

また、上記以外の成果として、本計画により、治療時における患者の負担を軽減するこ

と、また、教育機能としての実習内容の充実が挙げられる。 
 
6.外部要因リスク 

（1） 対象病院職員の充実 
対象病院の技術的維持管理を担当することとなる保守管理部門の職員を、機材増加に

伴い充実させる必要がある。現状はアレッポ大学病院に 1 名であるが、産婦人科病院

としても最低 1 名の確保が必要である。 
現状：アレッポ大学病院 1 名→アレッポ大学病院 1 名、産婦人科病院 1 名 

 
（2） 対象病院の機材増加に伴う維持管理予算の確保が必要である。 
 
（3） アレッポ大学病院は本院、救急部門、外来クリニック、産婦人科病院の機能が分かれ

ているため、各医療施設の運営・維持管理業務の役割を明確にする必要がある。 
 

1)
2)

成果指標

項目

医療サービスの向上 外来患者数の増加（/年）

診療機能の向上 検査数の増加（/年）

成果



 
 
 
 

 
7.今後の評価計画 
 
 
 
 
 
 

成果 項目

1)医療サービスの向上 外来患者数の増加（/年）

2)診療機能の向上 検査数の増加（/年）
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